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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　ボルトにナットを螺合して部材を締付固定する締結具であって、前記ナットは、中央部

分に貫通して形成されるとともに内周面に雌ネジ部が形成された装着孔と、螺合方向の一

方の側に形成されるとともに外側面が締付用工具と係合するように形成された螺合部と、

螺合方向の他方の側に形成されるとともに外側面が締付用工具と係合するように形成され

た固着部と、前記螺合部と前記固着部との間の部位の外周側において全周にわたって形成

された外溝部と、前記螺合部が形成された部位の内周側において全周にわたって形成され

た内溝部と、前記外溝部と前記内溝部との間の部位において全周にわたって薄肉状に形成

された破断部とを備え、前記破断部は、螺合方向からみて前記外溝部と前記内溝部とが重

なり合った部分に形成されているとともに前記螺合部を螺合させて締め付ける締付力によ

り生じる所定値以上のせん断応力で破断するように設定されており、前記内溝部の螺合方

向の幅に前記破断部の螺合方向の厚さを加算した長さは、前記外溝部の螺合方向の幅より

も長くなるように設定されており、前記締付力により前記破断部を破断させて分離した前

記螺合部をさらに螺入させて前記固着部に圧接状態とするとともに前記内溝部の圧接によ

る押圧力で前記外溝部に対応する前記装着孔のネジ山部分が前記ボルトのネジ溝部分に押

し当てられて圧接状態に保持されて締付固定する締結具。

【請求項２】

　前記破断部は、螺合方向の肉厚が前記外溝部の底面と前記雌ネジ部のネジ溝との間の間

隔よりも薄くなるように設定されている請求項１に記載の締結具。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 ネ ジ の 締 付 け に よ り 発 生 す る 軸 力 で 部 材 を 結 合 す る 締 結 具 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 よ り 機 械 や 構 造 物 の 組 立 て 等 に ボ ル ト 及 び ナ ッ ト を 用 い た 締 結 具 が 使 用 さ れ て い る

。 こ う し た 締 結 具 で は 、 ナ ッ ト を ボ ル ト に 螺 合 さ せ て 部 材 同 士 を 締 付 固 定 す る が 、 ナ ッ ト

の 締 付 け に よ り ボ ル ト に 発 生 す る 軸 力 で 部 材 を 結 合 し て い る 。 締 結 具 が 安 定 し た 固 定 状 態

を 継 続 す る に は こ う し た 軸 力 を 保 持 す る 必 要 が あ る こ と か ら 、 ボ ル ト と ナ ッ ト の 間 の 緩 み

止 め 及 び 戻 り 止 め の た め の 様 々 な 対 策 が 採 ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ で は 、 基 礎 中 に 鉛 直 方 向 に 沿 っ て 埋 設 固 定 さ れ た ア ン カ ー ボ ル ト に

螺 合 さ れ て ベ ー ス プ レ ー ト を 固 定 す る 柱 脚 固 定 用 金 具 と し て 、 螺 合 部 、 破 断 部 及 び 固 着 部

が 形 成 さ れ た ナ ッ ト を 用 い 、 ナ ッ ト を ア ン カ ー ボ ル ト に 螺 合 し て 締 付 固 定 さ れ る 際 に 螺 合

部 及 び 固 着 部 が 破 断 部 の 破 断 に よ り 分 離 さ れ る よ う に な っ て お り 、 分 離 さ れ た 螺 合 部 を 再

度 螺 合 し て 固 着 部 の 上 面 に 密 着 す る こ と で ダ ブ ル ナ ッ ト 構 造 を 構 成 し 、 緩 み 止 め を 行 っ て

い る 。 特 許 文 献 １ の ナ ッ ト は 、 締 付 固 定 す る ト ル ク が 所 定 値 以 上 に 到 達 す る と 破 断 す る よ

う に な っ て お り 、 ナ ッ ト が 破 断 す る ま で 締 付 固 定 す れ ば 常 に 一 定 の 軸 力 を ア ン カ ー ボ ル ト

に 発 生 さ せ る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 締 結 具 で は 、 締 付 固 定 し た ナ ッ ト 自 体 が 回 転 し て 緩 み が 生 じ る

可 能 性 が あ る こ と か ら 、 特 許 文 献 ２ で は 、 破 断 部 の 外 形 形 状 に 沿 う よ う に 内 周 面 が 形 成 さ

れ た 段 差 部 が 装 着 孔 に 対 し て 偏 心 し た 位 置 に 設 定 す る こ と で 、 破 断 部 の 破 断 に よ り 分 離 さ

れ た 螺 合 部 を ボ ル ト に 再 度 螺 合 す る 場 合 に 段 差 部 が 固 着 部 の 破 断 部 の 残 留 部 分 を 収 容 す る

よ う に 設 定 し て 締 付 固 定 し 、 破 断 部 の 残 留 部 分 に 段 差 部 を 圧 接 さ せ て ナ ッ ト の 緩 み 止 め 効

果 及 び 戻 り 止 め 効 果 を 得 る よ う に し た 点 が 記 載 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ７ ４ ０ ６ ８ ３ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ４ ６ ８ １ ０ ７ ８ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 特 許 文 献 １ 及 び ２ に 記 載 さ れ た 締 結 具 で は 、 ナ ッ ト の 破 断 に よ り 所 定 の 軸 力 を 設 定 す る

と と も に ナ ッ ト の 破 断 し た 螺 合 部 を 取 り 外 し て 再 度 螺 合 す る こ と で ダ ブ ル ナ ッ ト 構 造 を 構

成 す る よ う に し て い る が 、 破 断 後 に 螺 合 部 を 一 旦 取 り 外 し て 再 度 螺 合 す る 手 間 が か か る た

め 、 高 所 や 狭 隘 箇 所 と い っ た 作 業 現 場 で は 作 業 効 率 が 低 下 す る の は 避 け ら れ な い 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 所 定 の 軸 力 で 簡 単 に 締 付 固 定 が で き る と と も に ナ ッ ト の 緩 み 止 め 効

果 及 び 戻 り 止 め 効 果 を 得 る こ と が で き る 締 結 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 に 係 る 締 結 具 は 、 ボ ル ト に ナ ッ ト を 螺 合 し て 部 材 を 締 付 固 定 す る 締 結 具 で あ っ て

、 前 記 ナ ッ ト は 、 中 央 部 分 に 貫 通 し て 形 成 さ れ る と と も に 内 周 面 に 雌 ネ ジ 部 が 形 成 さ れ た

装 着 孔 と 、 螺 合 方 向 の 一 方 の 側 に 形 成 さ れ る と と も に 外 側 面 が 締 付 用 工 具 と 係 合 す る よ う

に 形 成 さ れ た 螺 合 部 と 、 螺 合 方 向 の 他 方 の 側 に 形 成 さ れ る と と も に 外 側 面 が 締 付 用 工 具 と

係 合 す る よ う に 形 成 さ れ た 固 着 部 と 、 前 記 螺 合 部 と 前 記 固 着 部 と の 間 の 部 位 の 外 周 側 に お

い て 全 周 に わ た っ て 形 成 さ れ た 外 溝 部 と 、 前 記 螺 合 部 が 形 成 さ れ た 部 位 の 内 周 側 に お い て
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全 周 に わ た っ て 形 成 さ れ た 内 溝 部 と 、 前 記 外 溝 部 と 前 記 内 溝 部 と の 間 の 部 位 に お い て 全 周

に わ た っ て 薄 肉 状 に 形 成 さ れ た 破 断 部 と を 備 え 、 前 記 破 断 部 は 、 螺 合 方 向 か ら み て 前 記 外

溝 部 と 前 記 内 溝 部 と が 重 な り 合 っ た 部 分 に 形 成 さ れ て い る と と も に 前 記 螺 合 部 を 螺 合 さ せ

て 締 め 付 け る 締 付 力 に よ り 生 じ る 所 定 値 以 上 の せ ん 断 応 力 で 破 断 す る よ う に 設 定 さ れ て お

り 、 前 記 内 溝 部 の 螺 合 方 向 の 幅 に 前 記 破 断 部 の 螺 合 方 向 の 厚 さ を 加 算 し た 長 さ は 、 前 記 外

溝 部 の 螺 合 方 向 の 幅 よ り も 長 く な る よ う に 設 定 さ れ て お り 、 前 記 締 付 力 に よ り 前 記 破 断 部

を 破 断 さ せ て 分 離 し た 前 記 螺 合 部 を さ ら に 螺 入 さ せ て 前 記 固 着 部 に 圧 接 状 態 と す る と と も

に 前 記 内 溝 部 の 圧 接 に よ る 押 圧 力 で 前 記 外 溝 部 に 対 応 す る 前 記 装 着 孔 の ネ ジ 山 部 分 が 前 記

ボ ル ト の ネ ジ 溝 部 分 に 押 し 当 て ら れ て 圧 接 状 態 に 保 持 さ れ て 締 付 固 定 す る 。 さ ら に 、 前 記

破 断 部 は 、 螺 合 方 向 の 肉 厚 が 前 記 外 溝 部 の 底 面 と 前 記 雌 ネ ジ 部 の ネ ジ 溝 と の 間 の 間 隔 よ り

も 薄 く な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 上 記 の よ う な 構 成 を 有 す る こ と で 、 所 定 の 軸 力 で 簡 単 に 締 付 固 定 が で き る と と も に ナ ッ

ト の 緩 み 止 め 効 果 及 び 戻 り 止 め 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 ボ ル ト に ナ ッ ト を 螺 入 し て い く

こ と で 、 破 断 部 が 破 断 し て 螺 合 部 が 固 着 部 か ら 分 離 し た 状 態 と な っ て 所 定 の 締 付 力 で 締 付

固 定 さ れ 、 分 離 し た 状 態 か ら そ の ま ま 螺 合 部 を さ ら に 螺 入 さ せ て 内 溝 部 に 外 溝 部 を 収 容 し

て 固 着 部 に 圧 接 さ せ る こ と で 、 緩 み 止 め 効 果 が 得 ら れ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ま た 、 内 溝 部 に 外 溝 部 を 収 容 し た 状 態 で は 、 破 断 部 の 残 留 部 分 が 内 溝 部 と 外 溝 部 と の 間

に 嵌 め 込 ま れ て 外 溝 部 を 押 圧 す る よ う に な り 、 外 溝 部 に 対 向 す る 内 周 側 に 形 成 さ れ た ネ ジ

山 が ボ ル ト の ネ ジ 溝 に 圧 接 さ れ て 楔 の よ う に 作 用 し て 螺 合 部 の 戻 り 回 転 に 対 す る 抵 抗 を 増

加 さ せ る こ と が で き 、 優 れ た 戻 り 止 め 効 果 が 得 ら れ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 ま た 、 分 離 し た 螺 合 部 を 取 り 外 す こ と な く ナ ッ ト の 締 付 作 業 を 行 う こ と が 可 能 と な り 、

作 業 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ２ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 に 関 す る 構 成 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 ナ ッ ト に 関 す る 平 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 ナ ッ ト に 関 す る 側 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 ナ ッ ト に 関 す る 軸 方 向 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 外 溝 部 、 内 溝 部 及 び 破 断 部 に 関 す る 一 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 １ に 示 す 締 結 具 の 締 付 固 定 過 程 に 関 す る 説 明 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 螺 合 分 及 び 固 着 部 が 密 着 し た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 ナ ッ ト の 製 造 工 程 に 関 す る 説 明 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。 な お 、 以 下 に 説 明 す る 実 施 形 態

は 、 本 発 明 を 実 施 す る に あ た っ て 好 ま し い 具 体 例 で あ る か ら 、 技 術 的 に 種 々 の 限 定 が な さ

れ て い る が 、 本 発 明 は 、 以 下 の 説 明 に お い て 特 に 本 発 明 を 限 定 す る 旨 明 記 さ れ て い な い 限

り 、 こ れ ら の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 に 関 す る 構 成 図 で あ る 。 こ の 例 で は 、 締 結 具 は 、 ボ ル ト

１ 及 び ナ ッ ト ２ か ら な る 。 ボ ル ト １ は 、 部 材 Ｍ １ 及 び Ｍ ２ を 重 ね て 各 部 材 に 穿 設 さ れ た 取

付 孔 Ｈ １ 及 び Ｈ ２ に 貫 通 し て 挿 着 し 、 ボ ル ト １ の 雄 ネ ジ 部 に ナ ッ ト ２ を 螺 合 し て 締 付 固 定

す る こ と で 、 部 材 Ｍ １ 及 び Ｍ ２ を 重 ね た 状 態 で 固 定 す る 。 締 結 具 の 固 定 状 態 で は 、 ボ ル ト

１ に 引 張 力 に よ る 軸 力 が 発 生 し て お り 、 部 材 Ｍ １ 及 び Ｍ ２ を 圧 接 し た 状 態 で 保 持 す る よ う

に な る 。

【 ０ ０ １ ５ 】
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　 ボ ル ト １ は 、 機 械 部 品 や 構 造 物 の 部 材 等 を 固 定 す る 公 知 の 締 結 具 に 使 用 さ れ る も の で あ

れ ば よ く 、 特 に 限 定 さ れ な い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 図 ２ は ナ ッ ト ２ に 関 す る 平 面 図 、 図 ３ は ナ ッ ト ２ に 関 す る 側 面 図 及 び 図 ４ は ナ ッ ト ２ に

関 す る 軸 方 向 の 断 面 図 で あ る 。 ナ ッ ト ２ は 、 螺 合 部 ２ ０ 、 外 溝 部 ２ １ 、 固 着 部 ２ ２ 、 内 溝

部 ２ ３ 及 び 破 断 部 ２ ５ が 一 体 形 成 さ れ て お り 、 中 心 部 に は 中 心 軸 Ｏ の 方 向 に 沿 っ て 円 形 の

装 着 孔 ２ ４ が 貫 通 す る よ う に 穿 設 さ れ て い る 。 こ の 例 で は 、 中 心 軸 Ｏ に 沿 う 軸 方 向 が 螺 合

方 向 と 一 致 し て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 螺 合 部 ２ ０ は ナ ッ ト ２ の 軸 方 向 の 一 方 の 側 に 形 成 さ れ て お り 、 固 着 部 ２ ２ は ナ ッ ト ２ の

軸 方 向 の 他 方 の 側 に 形 成 さ れ て い る 。 螺 合 部 ２ ０ 及 び 固 着 部 ２ ２ は 、 外 側 面 が 六 角 形 に 成

形 さ れ て お り 、 レ ン チ 等 の 締 付 工 具 を 嵌 合 し て ボ ル ト １ に 螺 合 し て 締 付 動 作 が 行 え る よ う

に な っ て い る 。 螺 合 部 ２ ０ 及 び 固 着 部 ２ ２ は ほ ぼ 同 じ 肉 厚 に 形 成 さ れ て お り 、 軸 方 向 の 長

さ は 螺 合 部 ２ ０ が 広 く な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 な お 、 螺 合 部 ２ ０ 及 び 固 着 部 ２ ２ の 長

さ は 、 同 じ 長 さ に 設 定 す る よ う に し て も よ く 、 特 に 限 定 さ れ な い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 外 溝 部 ２ １ は 、 螺 合 部 ２ ０ と 固 着 部 ２ ２ と の 間 の 部 位 の 外 周 側 に お い て 全 周 に わ た っ て

形 成 さ れ て お り 、 内 溝 部 ２ ３ は 、 螺 合 部 ２ ０ が 形 成 さ れ た 部 位 の 内 周 側 に お い て 全 周 に わ

た っ て 形 成 さ れ て い る 。 外 溝 部 ２ １ 及 び 内 溝 部 ２ ３ は 、 軸 方 向 に ず れ た 位 置 に お い て 軸 方

向 と 直 交 す る 方 向 に 沿 っ て 装 着 孔 ２ ４ と 同 心 円 状 と な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、

外 溝 部 ２ １ 及 び 内 溝 部 ２ ３ の 間 の 部 位 に 破 断 部 ２ ５ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 ５ は 、 外 溝 部 ２ １ 、 内 溝 部 ２ ３ 及 び 破 断 部 ２ ５ に 関 す る 一 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。 内 溝

部 ２ ３ の 底 面 と な る 外 周 側 の 周 面 ２ ３ ａ の 径 ｒ 1 は 外 溝 部 ２ １ の 底 面 と な る 内 周 側 の 周 面

２ １ ａ の 径 ｒ 2 よ り も 大 き く な る よ う に 設 定 さ れ て お り 、 軸 方 向 か ら み て 内 溝 部 ２ ３ と 外

溝 部 ２ １ と が 重 な り 合 っ た 部 分 に 全 周 に わ た っ て 薄 肉 状 の 破 断 部 ２ ５ が 形 成 さ れ て い る 。

ま た 、 内 溝 部 ２ ３ の 軸 方 向 の 幅 ａ に 破 断 部 ２ ５ の 軸 方 向 の 厚 さ ｃ を 加 算 し た 幅 （ ａ ＋ ｃ ）

は 、 外 溝 部 の 軸 方 向 の 幅 ｂ よ り も 広 く な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 こ の よ う に 設 定 す る こ

と で 、 後 述 す る よ う に 、 破 断 部 ２ ５ が 全 周 に わ た っ て 破 断 し た 場 合 に 、 螺 合 部 ２ ０ を さ ら

に 固 着 部 ２ ２ に 向 か っ て 螺 合 さ せ て い く と 、 内 溝 部 ２ ３ 内 に 外 溝 部 ２ １ の 周 面 ２ １ ａ が 嵌

め 込 ま れ て い く よ う に な る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 破 断 部 ２ ５ は 、 内 溝 部 ２ ３ と 外 溝 部 ２ １ と の 間 に 全 周 に わ た っ て リ ン グ 状 に 一 体 形 成 さ

れ て い る 。 そ し て 、 破 断 部 ２ ５ の 幅 及 び 肉 厚 は 、 外 溝 部 ２ １ 及 び 内 溝 部 ２ ３ の 形 成 位 置 に

よ っ て 調 整 す る こ と が で き 、 こ の 例 で は 、 内 溝 部 ２ ３ の 径 ｒ 1 及 び 外 溝 部 ２ １ の 径 ｒ 2 と の

差 に よ り 破 断 部 ２ ５ の 径 方 向 の 幅 を 調 整 し 、 内 溝 部 ２ ３ と 外 溝 部 ２ １ と の 間 の 軸 方 向 の 間

隔 に よ り 破 断 部 ２ ５ の 肉 厚 を 調 整 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 破 断 部 ２ ５ の 幅 及 び 厚 さ は

、 ボ ル ト １ に ナ ッ ト ２ を 螺 合 し た 状 態 で 螺 合 部 ２ ０ を 締 付 工 具 に よ り 締 め 付 け て い き 、 所

定 の 締 付 力 以 上 が 加 わ る と 破 断 す る よ う に 調 整 さ れ て い る 。 ま た 、 破 断 部 ２ ５ の 軸 方 向 の

肉 厚 は 、 外 溝 部 ２ １ の 底 面 と 装 着 孔 ２ ４ の 内 周 面 に 形 成 さ れ た 雌 ネ ジ 部 の ネ ジ 溝 と の 間 の

間 隔 よ り も 薄 肉 と な る よ う に 設 定 す る こ と で 、 締 付 動 作 の 際 に 破 断 部 ２ ５ が 最 初 に 確 実 に

破 断 す る よ う に な る 。 そ の た め 、 破 断 部 ２ ５ が 破 断 す る 締 付 力 を 設 定 す る 際 に は 、 外 溝 部

２ １ と 装 着 孔 ２ ４ の ネ ジ 溝 と の 間 の 間 隔 に つ い て も 破 断 部 ２ ５ の 肉 厚 に 合 わ せ て 設 定 す れ

ば よ い 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ま た 、 外 溝 部 ２ １ の 軸 方 向 の 幅 は 、 装 着 孔 ２ ３ の 内 周 面 に 形 成 さ れ た 雌 ネ ジ 部 の ネ ジ 山

１ つ 分 の 幅 以 上 と な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 ネ ジ 山 １ つ 分 が 含 ま れ る 雌 ネ ジ 部 の

ピ ッ チ 以 上 の 長 さ に 設 定 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 装 着 孔 ２ ４ の 内 周 面 に は 雌 ネ ジ 部 が 形 成 さ れ て お り 、 雌 ネ ジ 部 は 螺 合 部 ２ ０ か ら 固 着 部
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２ ２ ま で 全 面 に わ た っ て 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 ６ は 、 図 １ に 示 す 締 結 具 の 締 付 固 定 過 程 に 関 す る 説 明 図 で あ る 。 図 ６ で は 、 部 材 Ｍ １

及 び Ｍ ２ に 挿 着 し た ボ ル ト １ に ナ ッ ト ２ を 螺 合 し 、 締 付 工 具 を 螺 合 部 ２ ０ に 嵌 合 さ せ て 力

Ｆ で ナ ッ ト ２ を 回 動 さ せ な が ら 部 材 Ｍ １ 及 び Ｍ ２ を 重 ね 合 わ せ た 状 態 で 締 め 付 け て い く 。

ナ ッ ト ２ を 締 め 付 け て い く と 、 ボ ル ト １ が 軸 方 向 に 引 っ 張 ら れ て 軸 力 Ｐ が 生 じ る よ う に な

る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 螺 合 部 ２ ０ を さ ら に 回 動 さ せ て 締 め 付 け て い く と 、 破 断 部 ２ ５ の 周 方 向 に 加 わ る せ ん 断

応 力 が 次 第 に 大 き く な っ て 、 せ ん 断 応 力 が 破 断 部 ２ ５ の せ ん 断 強 度 以 上 に な る と 破 断 部 ２

５ が 破 断 す る 。 破 断 し た 場 合 の 破 断 ラ イ ン は 、 破 断 部 ２ ５ に 沿 っ て リ ン グ 状 に 形 成 さ れ 、

軸 方 向 に 延 び て 外 溝 部 ２ １ 及 び 内 溝 部 ２ ３ が 連 通 す る よ う に な り 、 螺 合 部 ２ ０ 及 び 固 着 部

２ ２ が 分 離 し た 状 態 と な る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 破 断 部 ２ ５ は 外 溝 部 ２ １ の ネ ジ 溝 が 形 成

さ れ て い る 部 分 よ り も 肉 厚 が 薄 く な っ て い る た め 、 周 囲 に 比 べ て せ ん 断 強 度 が 弱 く な っ て

お り 、 破 断 ラ イ ン は 破 断 部 ２ ５ に 沿 っ て 生 じ る よ う に な る 。 こ の 場 合 、 破 断 部 ２ ５ の せ ん

断 強 度 を 所 定 の 締 付 力 で 破 断 す る よ う に 幅 及 び 肉 厚 を 調 整 し て お け ば 、 螺 合 部 ２ ０ と と も

に 固 着 部 ２ ２ に 所 定 の 締 付 力 が 加 わ っ て 破 断 部 ２ ５ が 破 断 し 、 固 着 部 ２ ２ は 所 定 の 締 付 力

が 加 わ っ た 状 態 で 維 持 さ れ る よ う に な る 。 そ の た め 、 破 断 後 も ボ ル ト １ に は 所 定 の 締 付 力

Ｆ に 対 応 す る 所 定 の 軸 力 Ｐ が 保 持 さ れ た 状 態 と な る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 破 断 に よ り 固 着 部 ２ ２ と 分 離 し た 螺 合 部 ２ ０ を ボ ル ト １ に さ ら に 螺 入 さ せ て い く と 、 外

溝 部 ２ １ の 周 囲 に 内 溝 部 ２ ３ が 嵌 ま り 込 む よ う に 収 容 さ れ る よ う に な る 。 ま た 、 破 断 部 ２

５ が 破 断 し た 後 に は 、 破 断 部 ２ ５ の 残 留 部 分 が 内 溝 部 ２ ３ の 内 周 側 及 び ／ 又 は 外 溝 部 ２ １

の 外 周 側 に 突 出 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 そ の た め 、 螺 合 部 ２ ０ を 強 制 的 に 螺 入 さ せ て い く

と 、 内 溝 部 ２ ３ と 外 溝 部 ２ １ と の 間 に 破 断 部 ２ ５ の 残 留 部 分 が 押 し 潰 さ れ な が ら 外 溝 部 ２

１ の 周 囲 に 内 溝 部 ２ ３ が 強 制 的 に 嵌 め 込 ま れ て い き 、 内 溝 部 ２ ３ の 内 周 面 が 残 留 部 分 を 介

し て 外 溝 部 ２ １ を 押 圧 す る よ う に 作 用 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 分 離 し た 螺 合 部 ２ ０ を さ ら に 締 付 工 具 で 螺 入 さ せ て い き 、 螺 合 部 ２ ０ の 下 面 が 固 着 部 ２

２ の 上 面 に 密 着 し た 状 態 に な る ま で 締 め 付 け る 。 図 ７ は 、 螺 合 分 ２ ０ 及 び 固 着 部 ２ ２ が 密

着 し た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 螺 合 分 ２ ０ 及 び 固 着 部 ２ ２ が 密 着 し た 状 態 に な る と 、 ダ

ブ ル ナ ッ ト 構 造 と な っ て 緩 み 止 め 効 果 を 得 る こ と が で き 、 ナ ッ ト の 破 断 部 の 破 断 時 に 設 定

さ れ た ボ ル ト １ の 所 定 の 軸 力 を 長 期 間 に わ た っ て 維 持 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 内 溝

部 ２ ３ の 圧 接 に よ る 押 圧 力 で 外 溝 部 ２ １ に 対 応 す る 装 着 孔 ２ ４ の ネ ジ 山 部 分 が ボ ル ト １ の

ネ ジ 溝 部 分 に 押 し 当 て ら れ て 圧 接 し た 状 態 に 保 持 さ れ る の で 、 固 着 部 ２ ２ の 戻 り 回 転 に 対

す る 抵 抗 が 増 加 し て 優 れ た 戻 り 止 め 効 果 を 得 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ま た 、 螺 合 部 ２ ０ 及 び 固 着 部 ２ ２ の 外 形 は 、 締 付 工 具 が 嵌 合 可 能 な よ う に 六 角 形 状 に 形

成 さ れ て い る た め 、 締 付 工 具 で 螺 合 部 ２ ０ 及 び 固 着 部 ２ ２ を 互 い に 逆 方 向 に 締 め 付 け る こ

と で 再 度 締 め 直 す こ と も で き 、 部 材 を 安 定 し た 締 付 固 定 状 態 に 保 持 す る こ と が 容 易 に 行 え

る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 ボ ル ト １ に ナ ッ ト ２ を 螺 入 し て い く こ と で 、 破 断 部 ２ ５ が 破 断 し

て 螺 合 部 ２ ０ が 固 着 部 ２ ２ か ら 分 離 し た 状 態 と な っ て 所 定 の 締 付 力 に 設 定 す る こ と が で き

、 分 離 し た 状 態 か ら そ の ま ま 螺 合 部 ２ ０ を さ ら に 螺 入 さ せ て 固 着 部 ２ ２ に 圧 接 さ せ る こ と

で 、 緩 み 止 め 効 果 及 び 戻 り 止 め 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 そ し て 、 分 離 し た 螺 合 部 ２ ０ を

一 旦 外 す こ と な く ナ ッ ト の 締 付 作 業 を 行 う こ と が 可 能 と な り 、 作 業 効 率 を 向 上 さ せ る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 以 上 説 明 し た ナ ッ ト は 、 切 削 加 工 装 置 等 の 公 知 の 工 作 機 械 を 用 い て 製 造 す る こ と が で き

10

20

30

40

50



(6) JP  6363270  B1  2018.7.25

る 。 図 ８ は 、 ナ ッ ト の 製 造 工 程 に 関 す る 説 明 図 で あ る 。 ま ず 、 フ ォ ー マ ナ ッ ト １ ０ ０ が 中

心 軸 方 向 に 送 給 さ れ て 、 フ ォ ー マ ナ ッ ト １ ０ ０ の 中 心 軸 Ｏ が 加 工 装 置 の 主 軸 と 一 致 す る よ

う に 取 付 固 定 さ れ 、 主 軸 を 中 心 に 回 転 駆 動 さ れ る （ 図 ８ （ ａ ） ） 。 回 転 す る フ ォ ー マ ナ ッ

ト １ ０ ０ に 対 し て 、 先 端 部 か ら 主 軸 方 向 に 所 定 間 隔 を 空 け た 位 置 に 溝 切 削 用 工 具 １ ０ １ を

位 置 決 め し て 外 周 面 に 所 定 幅 で 溝 を 削 り 外 溝 部 ２ １ を 形 成 す る （ 図 ８ （ ｂ ） ） 。 こ の 場 合

、 必 要 に 応 じ て 外 溝 部 ２ １ の 両 側 を 面 取 り 用 工 具 （ 図 示 せ ず ） に よ り 面 取 り を 行 う と よ い

。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 外 溝 部 ２ １ を 形 成 後 、 穴 ぐ り 用 工 具 １ ０ ２ を フ ォ ー マ ナ ッ ト １ ０ ０ の 内 部 に 挿 入 し て 、

外 溝 部 ２ １ が 形 成 さ れ た 位 置 よ り 先 端 部 側 に 所 定 間 隔 を 空 け た 位 置 に 位 置 決 め し 、 内 周 面

に 所 定 幅 で 溝 を 削 り 内 溝 部 ２ ３ を 形 成 す る （ 図 ８ （ ｃ ） ） 。 内 溝 部 ２ ３ を 形 成 後 、 加 工 成

形 さ れ た ナ ッ ト ２ を 搬 出 す る （ 図 ８ （ ｄ ） ） 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 以 上 の よ う に ナ ッ ト ２ を 製 造 す る こ と で 、 ナ ッ ト ２ を 自 動 的 に 効 率 よ く 製 造 す る こ と が

で き る 。 ま た 、 外 溝 部 ２ １ 及 び 内 溝 部 ２ ３ の そ れ ぞ れ の 深 さ 及 び 幅 を 調 整 す る こ と で 、 破

断 部 の 厚 さ 及 び 幅 を 精 度 よ く 調 整 す る こ と が で き 、 所 定 の 締 付 力 と な る よ う に 設 定 す る と

と も に 緩 み 止 め 及 び 戻 り 止 め の 効 果 を 発 揮 す る ナ ッ ト を 安 定 し て 製 造 す る こ と が 可 能 と な

る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

１ ・ ・ ・ ボ ル ト 、 ２ ・ ・ ・ ナ ッ ト 、 ２ ０ ・ ・ ・ 螺 合 部 、 ２ １ ・ ・ ・ 外 溝 部 、 ２ ２ ・ ・ ・ 固

着 部 、 ２ ３ ・ ・ ・ 内 溝 部 、 ２ ４ ・ ・ ・ 装 着 孔 、 ２ ５ ・ ・ ・ 破 断 部

【 要 約 】

【 課 題 】 本 発 明 は 、 所 定 の 軸 力 で 簡 単 に 締 付 固 定 が で き る と と も に ナ ッ ト の 緩 み 止 め 効 果

を 得 る こ と が で き る 締 結 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。

【 解 決 手 段 】 ボ ル ト １ 螺 合 す る ナ ッ ト ２ は 、 中 央 部 分 に 貫 通 し て 形 成 さ れ る と と も に 内 周

面 に 雌 ネ ジ 部 が 形 成 さ れ た 装 着 孔 ２ ４ と 、 外 側 面 が 締 付 用 工 具 と 係 合 す る よ う に 形 成 さ れ

た 螺 合 部 ２ ０ と 、 外 側 面 が 締 付 用 工 具 と 係 合 す る よ う に 形 成 さ れ た 固 着 部 ２ ２ と 、 螺 合 部

２ ０ と 固 着 部 ２ ２ と の 間 の 外 周 側 に お い て 全 周 に わ た っ て 形 成 さ れ た 外 溝 部 ２ １ と 、 螺 合

部 ２ ０ が 形 成 さ れ た 部 位 の 内 周 側 に お い て 全 周 に わ た っ て 形 成 さ れ た 内 溝 部 ２ ３ と 、 外 溝

部 ２ １ と 内 溝 部 ２ ３ と の 間 の 部 位 に お い て 全 周 に わ た っ て 薄 肉 状 に 形 成 さ れ た 破 断 部 ２ ５

と を 備 え て い る 。

【 選 択 図 】 図 ４
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